


文楽in Hyogo 

義士銘々伝～弥作鎌腹の段
「忠臣蔵」「赤穂浪士」で知られる浅野家家臣による仇討ちに関わった人物を主人公にした物語の

ひとつ『義士銘々伝～弥作鎌腹の段』は、正直者の百姓を主役に、忠や義、情、それをめぐる人間の感

情を丁寧に描いており人形浄瑠璃としては1996年を最後に久しく途絶えていましたが、今回、25年ぶ

りの上演となります。

第 1 部 トーク「文楽の楽しみ方」

ほそかわてんてん

細川紹々
（漫画家・エッセイスト・イラストレーター）

プロフィ ール

;’ 1969年生まれ。セツ ・ モードセミナー 出身。
1996年、漫画家デビュー。パートナーの闘病を
描いたコミックエッセイ『ツレがうつになリまして。』
『イグアナの嫁』シリ ーズ（幻冬舎）は映画化、ドラマ化もされた。精神科医の水
島広子先生との共著『それでいい。』シリ ーズ（創元社）はベストセラーになる。

， 自身の生きづらさと「べてるの家」などの取材を取リ上げた『生きづらいでした
か？私の苦労と付き合う当事者研究入門』、近著は自身の非定型発達のこと

，� を描いた『空気が読めなくてもそれでいい。』、子ども向けの発達障害の本『他
の子と違うのはなんでだろう？』シリ ーズ（イラストとマンガを担当•平凡社）を
上梓している。宝塚市中央図書館にて当事者研究「生きるのヘタ会？」を主催。

第 2 部 文楽『義士銘々伝～弥作鎌腹の段』

〔出演〕人形浄瑠璃文楽座
義太夫竹本千歳太夫
三味線鶴澤寛太郎
人形 吉田和生、 吉田玉男ほか

〈義太夫〉 〈三味線〉 〈人形〉

【あらすじ】

摂津の国のとある村。女房とともに慎ま
しく暮らす実直な百姓、弥作のもとに、武
家に養子に行った弟の和助が訪ねてきま
す。和助は赤穂の浅野家に仕えていまし
たが、主君が殿中において刃傷沙汰を起 t 
こし、お家がお取りつぶしになったため、
今は浪人の身となっています。

ある日のこと、かつて世話になった郷士
七太夫から、地元の名士である代官が跡
継ぎを探している、和助を婿養子にやらな
いかともちかけられ、弥作は、浪人の身の
弟には願ってもない話 だと承諾します。

ところが、肝心の和助は頑として首を縦
には振りません。「このようなもったいない
話を断るとはなにごとか」と怒り、理由を問
い詰める弥助に、和助はしぶしぶ主君の
仇である吉良を討つ企てを打ち明けます。

弟に本望を遂げさせたいという気持ち
と、恩人である七太夫への義理との板挟
みになった弥作が苦悩の末に選んだ道と
は ・ ・ ·?

なお＜鎌腹＞とは、狂言『鎌腹』という演
目にあるように、武士が刀で切腹すること
に対し、刀を持たない者が鎌で腹を切るこ
とをさします。
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